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2.5GHz帯 FR-4基板方形パッチアンテナ 
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図 1 2.5GHz帯 FR-4基板方形パッチアンテナ 

 

図 1に 2.5 GHz帯 FR-4基板方形パッチアンテナの構造を示す。 
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(a) Amplitude 
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(b) Phase 

図 2 2.5GHz帯 FR-4基板方形パッチアンテナの反射係数の周波数特性 

 

2.5GHz 帯 FR-4 基板方形パッチアンテナの反射係数の周波数特性を図 2に示す。SMA コネクタを含む

測定値と[2]の手法で SMAコネクタの影響をディエンベディングした値を示している。SMAコネクタの

影響は位相のみに現れている。 
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図 3 SMAコネクタの構造 
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SMAコネクタのディエンベディングについて 

SMAコネクタの内部誘電体テフロンの損失は無視できるので、SMAコネクタのディエンベディング

後の反射係数 11S  は反射係数の実測値 11S を用いて次式で計算した[2]。 

)2exp(1111 shjSS    (1) 

ただし、hs=7.6 mmは SMAコネクタのテフロン充填部分の長さ、   はテフロン充填部分の位

相定数、は角周波数、 , はそれぞれテフロンの透磁率(比透磁率=1)、誘電率(比誘電率=2)である。 

ております。 
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